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目本藻類学会

日本藻類学会は昭和27年に設立され，百梨学IC関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からな

る。本会は定期刊行物「藻類」を年4回FU行し，会員IC無料で頒布する。普通会員は本年度の年会資7，000円(学
生は5，000円)を前納するものとする。団体会員の会費は 12，000円，賛助会員の会費は l口20，000円とする。

入会，退会，会費の納入および住所変更等についての通信は 113東京都文京区弥生2-4・16r学会センターピ
ル内」日本学会事務センター宛に，原稿の送付は 657神戸市灘区六甲台町1・1神戸大学理学部生物学教室内，日

本議類学会編集委員会宛IC，また，庶務一般およびパッ クナンバ一等については， 606京都市左京区北白川追分

町京都大学農学部熱帯農学専攻内，日本藻類学会宛にされたい。
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The ]apanese Sociely of Phycology， fou山r吋 E虻吋cl日川n1952， is open to all who are interested in any aspect 01 
phycology. Either individuals 01' organizations may become membels of lhe Sociely. The .Japanese ]ournal 
of Phycology (SdRUI) is published quarterly and clistributecl to members free of charge. The annual ducs 
(1987) for overseas members ar巴 8，.'i00Yen (send the remitrance to the Business Center for AcadeI11.ic 
Societies Japan， 4-16， Yayoi 2・choI11.e，Bunkyo・ku.Tokyo， 113 Japan). 
Manuscript for publication shoulcl be subrruttecl clirectly to the Editor-in-chief， Prof. Y. Tsubo， Depart-

I11.ent of Biology， College of Liberal Arts， Kobe University， Tsurukabuto 1-2-1， Nada-ku， Kobe， 657 
Japan. Inquiries and other information regarding the sociely should be addressecl to the Japanese Society 
of Phycology， cJo Division of Tropical Agriculture， Faculty of Agriculture， Kyoto University， Kita-
shirakawa-oiwakecho， Sakyo・ku，Kyoto， 606 Japan. 
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日本藻類学会第12回大会のお知らせ

昭和63年度日本務類学会第12回大会を下記の要領で

閉鎖します。藻類IC関係のあるあらゆる分野の研究に

ついての発表を広く歓迎します。所属機関長への出援

要請等の文訟などど入用の方は宛先を明記して大会準

備委員会までど遠慮なくお申込み下さい。

大会終了後!Cは日本務類学会主催で炎虞湾における

海務探集会を企画しています(裏面参Jlの。在ってど

参加下さい。

(1)期日 :昭和63年 3}=j30n (水)~ 3 )j 31日

(木)

(2)会場 :三重大学生物資源学部水産学校舎

津市江戸橋2丁目80 TEL. 0592-32-

1211 (大学代表)

津駅東口の三交パス 4番乗り場発パスで，新江戸締

または大学病院前停留所で下車(徒歩約7分〉。ただ

し，怠紡前行きのパスの場合は倉紡前終点下車(徒歩

約2分)。

(3) 研究発表 :発表形式は口頭発表と展示発表とし

ます。口頭発表は l演題につき討論を含めて15分を予

定しています。展示発表は原則として大会期間巾と

し， 演者はポスタ ーの前で決められた時間lC説明と質

疑応答を行なう乙とになります。

(4) 参加申込み :講演の有・無iζ関わらず，大会に参

加を希望される方は，同封の振替用紙lζてお申込み下

さい。参加賀は2，500円です。ただし学生は2，000円と

します。懇親会 (3月30日夜開催)IC出席ど希望の方

はさ らに会~2 ， 500円を添えてお送り下さい。

(5)講演申込み :講演ど希望の方は， 氏名(共同の

場合は講演者の左肩に⑤印)所属，題名，要旨，(A 4 

400字詰積書き原稿用紙使用，題名共lζ600字以内)を

添えて大会準備委員会までお申込み下さい。

本大会では発表形式が2通りになっています。ど希

望の発表形式を， r口頭Jあるいは「展示Jと， ffj紙
1 ;枚日の原稿用紙の右上欄外lC朱記してドさい。il己入

のない場合は大会本部で振り分けさせていただきま

す。

(6)発表形式口頭発表の場合 :I丞1.表はすべて

35 mmのスライドに|浪ります。スライド枠ICは，右図

のように講演者氏名，講演務号(大会プロクラムiζ記

されているもの)，スライド総枚数決写順序，上辺

マークを記入して下さい。 |副ーの図，表を繰り返し映

写する場合は，それに見合う枚数をど用意下さい。

展示発表の場合 :大会本部では I演題ICっき幅 180

cm，高さ 90cm (市販の模造紙2枚分の大きさ)の展

示板を用意します。その他の展示用具は各自で準備し

て下さい。ポスターの貼付fCはセロハンテープを使用

して下さい(画鋲は使用できません)。デサ.インや展

示方法は自由ですが，上記の大きさに合わせたポスタ

ーを前もって作成し，ど持参下さい。なおポスター作

成iζ当たっては以下の点lζど留意下さい。 i)表題は

5cm以上の大きさの文字を使用する，ii)説明文は高

さ Icm以上の文字を使用し，文掌は必要最小限ICと

どめ， iii)演者の氏名，所属を明記し， 演者の顔写真

(キャビネj坂大〉を貼付するのが望ましい。ポスター

の貼付は30日午前8時30分から10時までに済ませるよ

うにして下さい。

(7)宿泊案内 :会場への交通が便利な宿泊施設を紹

介します。共済関係の施設は収容入員が少ないのでお

早自に各自でお申込み下さい。

ド 同津会館(公立学校共済)新町 1丁目6-28(近鉄

津新町駅徒歩2分)TEL. 0592-27-3291和洋11室25名

シングJレY3，200から

持 吉田山会館(地方職員共済〉栄町 l丁目179(津

駅西口徒歩10分，県庁前)TEL. 0592-26-6663和10室

27名，シングJレY3，200から

ド あさあけ会館 (![a長共済〉栄IUJ4丁目277(沖駅

東口徒歩7分)TEL. 0592-27-2012 7室20名，シング

ノレ Y3，300から

* 三重県教育文化会館(ホテルいせわん)桜稿 2
丁目142(津駅東口徒歩5分)TEL. 0592-28-1122洋

18室32名，シングノレ Y4，000から

*津グリーンホテル 栄町 3-47 (津駅東口徒歩 l

分)TEL.0592-25-7601 洋75室105名，シングJレ Y

4，300から

木 津ターミナノレホテJレ 大谷町148-1(津駅西口徒
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歩 l分)TEL. 0592-25-6100洋56室66名，シング Jレ (8)大会参加申込み ・講演要旨締切 :昭和63年1月

子4，800カ〉ら 10日

*丸二ホテlレ津 広明町345-4(津駅西口徒歩 3 (9) 申込み先 ・要旨送り先 ;〒514津市江戸橋2丁

分)TEL.0592-27-8333洋105笠112名，シングJレ菅 目80 三重大学生物資源、学部水産学校舎海務摺殖学研

5，000から 究室日本総類学会第12回大会準備委員会。 TEL.

* ホテルサンノレート津 栄/10.3-232(津駅東口徒歩 0592-32-1211 (内線2531，2532)郵便振替口座 「名古

i分)TEL. 0592-24-1311 洋59室70名，シングJレ草 屋J5-43454 

5，500から

一日本藻類学会主催海藻採集会のお知らせ一

下記の要領により英虞湾周辺での海部採集会を1J11催

いたします。ど希望の方はお申込み下さい。

(1)期 日:昭和田年3月31日(木)午後41時30分

(第12回大会終了後)~4 月 2 日(土〉正午

(2) 日程と内容 (予定):3月31日(木)，大会終了

後，会場前から大学専用パスlζて志摩町和具まで移動

後付属水産実験所lζ宿泊。4月 l日(金)，9 1侍~13

時，英成湾口(浜島)での1滋採集，14~1 8時 ， 室内観

察 ・分類同定。 4月2日(土)，9 1守~12 1臥室内観察

の続き昼食後解散。

(3) 会場 :三重大学生物資源学部付属水産実験所

三重県悲惨郡志摩町和具，TEL. 05998-5-4604 

(4) 参加賀 :宿泊費 (2泊1，000円)，食'1f.(3月31

日夕食~ 4 月 2 日昼食，実質) ， およびその他(探集

交通~~，資料作製~，消粍品質など) で約 5 ， 500 円か

かる見込です。納入期日など詳しくは後日参加者にお

知らせいたします。

(5)定員参加資絡など :定員は宿泊施設の都合か

ら25名とします。参加者の資絡などは全く問いません

が，申込み者が多数の;場合には先着順としますのであ

らかじめど了承下さい。

(6) 申込み :ハガキにて下記lζ参加申込みして下さ

し、。

〒514三重県津市江戸橋2-80 三重大学生物資源学

部水産学校舎務類培殖学研究室 前川行幸 TEL.

0592-32-1211 (内線2532)

(7) 申込み締切 :申込みは昭和田年3月10日までと

します。




